
いま，なぜ
原発老朽化問題なのか

• 老朽化の潜在的危険性
• 炉心シュラウド損傷
• 加圧水型炉の圧力容器上ぶた貫通管の損傷
• 圧力容器の中性子照射による脆化
• 蒸気発生器の老朽化
• 日本の老朽化対策と確率論的リスク評価批判
• 廃炉の基準の提案

『原子力資料情報室通信』
連載「原発の老朽化を検証する」（1995年）

上澤千尋
2005年7月7日
原子力資料情報室・第55回公開研究会
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今回とり上げなかった
重要な問題

• 建屋やコンクリート構造物
• 信号ケーブル
• ソフトウェア
• （地震）
• （燃料棒，制御棒）



小冊子『老朽化する原発』
第１章　老朽化すすむ原発　　　　　　　　　
（上澤千尋）・・事故事例集
第２章　原子炉材料の劣化　　　　　　　　　
（井野博満）・・金属材料学の視点から
第３章　高経年化対策という虚構　　　　　　
（田中三彦）・・元原子炉設計者の立場から
第４章　設計技術からみた維持基準の意味　　　　
（柴田宏行）・・原発設計思想について
第５章　近代技術の性格と事故　　　　　  　
（湯浅欽史）・・安全率という考え方
第６章　老朽化問題−現地から見ると　　　　　
（武本和幸）・・東京電力の実際



沸騰水型炉の系統図

炭素鋼管

低合金鋼

280℃　70気圧 気水分離器 タービン

復水器Al-Cu合金
や

チタン

30℃

復水脱塩装置

ポンプ

ステンレス鋼管
炭素鋼管

ステンレス鋼管

ステンレ
ス鋼管

ステンレス鋼

給水加熱器

給水
ポンプ

150℃

原子炉
圧力容器

炉心

ポ
ン
プ

再
循
環
系

制御棒

浄化系

シュラウド



加圧水型炉の系統図
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沸騰水型炉・しくみと事故



加圧水型炉・しくみと事故



ステンレスのひび割れ
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ステンレスの
ひび割れにかかわる問題
• 応力腐食割れのメカニズム未解明
• 超音波測定の精度のなさ
• 労働者の被曝の増加

従来UT結果 確性試験結果



原子炉脆性破壊
加圧水型炉

長期運転
→中性子照射による強度低下

配管破断事故で緊急注水
→原子炉内壁温度が急激に低下

⇒原子炉が一気に崩壊



美浜１号・原子炉破壊評価
美浜１号炉圧力容器の
中性子照射脆化に対する評価（加圧熱衝撃）
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日本の軽水炉原発の経年数日本の軽水炉原発の経年数
経年数とは運転開始日から経年数とは運転開始日から20052005年末までの年数　（１／２）　　作成・田中三彦年末までの年数　（１／２）　　作成・田中三彦

原発名原発名 事業者事業者 出力出力（万（万kWkW）） 形式形式 運転開始日運転開始日 経年数経年数※※

敦賀１号敦賀１号 原電原電 35.735.7 BB 1970.03.141970.03.14 3535

美浜１美浜１ 関電関電 34.034.0 PP 1970.11.281970.11.28 3535

福島第一・１号福島第一・１号 東電東電 46.046.0 BB 1971.03.261971.03.26 3434

美浜２号美浜２号 関電関電 50.050.0 PP 1972.07.251972.07.25 3434

島根１号島根１号 中国電中国電 46.046.0 BB 1974.03.291974.03.29 3131

福島第一．２号福島第一．２号 東電東電 78.478.4 BB 1974.07.181974.07.18 3131

高浜１号高浜１号 関電関電 82.682.6 PP 1974.11.141974.11.14 3131

玄海１号玄海１号 九電九電 55.955.9 PP 1975.10.151975.10.15 3030

高浜２号高浜２号 関電関電 82.682.6 PP 1975.11.141975.11.14 3030

浜岡１号浜岡１号 中電中電 54.054.0 BB 1976.03.171976.03.17 2929

福島第一・３号福島第一・３号 東電東電 78.478.4 BB 1976.03.271976.03.27 2929

美浜３号美浜３号 関電関電 82.682.6 PP 1976.12.011976.12.01 2929

伊方１号伊方１号 四電四電 56.656.6 PP 1977.09.301977.09.30 2828

福島第一・福島第一・55号号 東電東電 78.478.4 BB 1978.04.181978.04.18 2727

福島第一・福島第一・44号号 東電東電 78.478.4 BB 1978.10.121978.10.12 2727

東海第二東海第二 原電原電 110.0110.0 BB 1978.11.281978.11.28 2727

浜岡２号浜岡２号 中電中電 84.084.0 BB 1978.11.291978.11.29 2727



日本の軽水炉原発の経年数日本の軽水炉原発の経年数
経年数とは運転開始日から経年数とは運転開始日から20052005年末までの年数（２／２）年末までの年数（２／２）

大飯１号 関電 117.5 P 1979.03.27 26

福島第一・６号 東電 110.0 B 1979.10.24 26

大飯２号 関電 117.5 P 1979.12.05 26

玄海２号 九電 55.9 P 1981.03.30 24

伊方２号 四電 56.6 P 1982.03.19 23

福島第二・１号 東電 110.0 B 1982.04.20 23

福島第二・２号 東電 110.0 B 1984.02.03 21

女川１号 東北電 52.4 B 1984.06.01 21

川内１号 九電 89.0 P 1984.07.04 21

高浜３号 関電 87.0 P 1985.01.17 20

高浜４号 関電 87.0 P 1985.06.05 20

福島第二・３号 東電 110.0 B 1985.06.21 20

柏崎刈羽１号 東電 110.0 B 1985.09.18 20

川内２号 九電 89.0 P 1985.11.28 20

敦賀２号 原電 116.0 P 1987.02.17 18



構造技術基準（告示）の変遷と構造技術基準（告示）の変遷とASMEASME規格との関係規格との関係



古い原発にはどんな構造計算がなされたか古い原発にはどんな構造計算がなされたか







UCCUCCはどうして起きたかはどうして起きたか



Welding Research Council Welding Research Council 
Bulletin 197(1974Bulletin 197(1974--8)8)の目次の目次



WRC WRC アンケート結果アンケート結果



美浜１号炉　高経年化技術報告書に美浜１号炉　高経年化技術報告書に
記されている記されているUCCUCCに関する記述に関する記述



まとめまとめ

19651965年当時の「告示２７２号」でいま原発を年当時の「告示２７２号」でいま原発を

設計、製造したら、「危険である」として、国設計、製造したら、「危険である」として、国
は建設を許可しないはずだ。いま高経年化は建設を許可しないはずだ。いま高経年化
対策の対象になっている原発は、本質的に対策の対象になっている原発は、本質的に
そういう危険な「欠陥原発」である。そういう危険な「欠陥原発」である。



（まとめのつづき）（まとめのつづき）

原発機器の安全性（原発機器の安全性（or or 危険性）はメーカーの危険性）はメーカーの

技術（設計、製造、検査、品質管理、など）に技術（設計、製造、検査、品質管理、など）に
大きく依存する。しかし、その詳細は基本的大きく依存する。しかし、その詳細は基本的
に秘密であり、違法な技術を施してもそれがに秘密であり、違法な技術を施してもそれが
明るみに出ることはまずない。つまり、原発は明るみに出ることはまずない。つまり、原発は
建設中に危険な「個性」を抱え込む可能性が建設中に危険な「個性」を抱え込む可能性が
あるが、基本的に秘密だから、高経年化対策あるが、基本的に秘密だから、高経年化対策
での議論をすりぬけてしまう。また秘密性がでの議論をすりぬけてしまう。また秘密性が
高いものほど関係者も資料も少なく、高経年高いものほど関係者も資料も少なく、高経年
化対策時には、関係者も退職し、もはや事実化対策時には、関係者も退職し、もはや事実
を知る者がいないこともあり得る。を知る者がいないこともあり得る。
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